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(57)【要約】
【課題】簡素な構成で関節を動かす運動を支援すること 
ができる運動器具を提供することを目的とする。
【解決手段】運動器具１は、着用者１００の関節（足首 
１０１）に着用される環状の弾性部材２と、弾性部材２ 
の一部を覆う複数の緩衝部材（第１緩衝部材３Ａ、第２ 
緩衝部材３Ｂ、第３緩衝部材３Ｃ）と、を備えている。 
また、運動器具１は、弾性部材２と緩衝部材との間に、 
振動発生装置（振動モータ）を、さらに備えている。ま 
た、運動器具１は、振動発生装置と並列に接続された複 
数のケーブルを、さらに備えている。
【選択図】図２

審査請求　有　請求項の数　3　　ＯＬ　（全7頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
着 用 者 の 関 節 に 着 用 さ れ る 環 状 の 弾 性 部 材 と 、
前 記 弾 性 部 材 の 一 部 を 覆 う 複 数 の 緩 衝 部 材 と 、 を 備 え る 、 運 動 器 具 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 弾 性 部 材 と 前 記 緩 衝 部 材 と の 間 に 、 振 動 発 生 装 置 を 、 さ ら に 備 え る 、 請 求 項 １ に 記 載  
の 運 動 器 具 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 振 動 発 生 装 置 に 並 列 に 接 続 さ れ た 複 数 の ケ ー ブ ル を 、 さ ら に 備 え る 、 請 求 項 ２ に 記 載  
の 運 動 器 具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 関 節 に 装 着 し て 運 動 を 支 援 す る 運 動 器 具 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
手 足 の 血 液 の 流 れ が 悪 く な る 血 行 障 害 の 予 防 や 治 療 に は 、 手 足 の 関 節 を 動 か す こ と に よ っ  
て 筋 肉 の 収 縮 と 弛 緩 を 繰 り 返 す 運 動 が 効 果 的 で あ る こ と が 知 ら れ て お り 、 こ の よ う な 運 動  
を 支 援 す る 装 置 が 開 示 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ ） 。 特 許 文 献 １ に 記 載 の 運 動 器 具  
（ 足 運 動 具 ） は 、 足 を 載 せ る 足 板 と 、 足 板 を 上 下 に 揺 動 さ せ る 駆 動 手 段 を 有 し て い る 。 人  
が 足 を 足 板 に 載 せ た 状 態 で 駆 動 手 段 を 駆 動 さ せ る と 、 揺 動 す る 足 板 に よ っ て 足 首 が 歩 行 時  
と 同 様 の 動 き を す る こ と に よ り 、 血 行 障 害 の 予 防 や 治 療 を 行 う こ と が で き る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 昭 ６ ２ － ４ ９ ８ ５ ２ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
し か し な が ら 、 特 許 文 献 １ を 含 む 従 来 技 術 で は 、 運 動 器 具 を 構 成 す る 可 動 部 品 や 動 力 な ど  
の 多 く の 部 材 が 必 要 で 高 価 と な る た め 、 簡 素 な 構 成 で 効 果 的 に 運 動 を 支 援 す る 運 動 器 具 を  
提 供 す る た め に は さ ら な な る 改 善 の 余 地 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
そ こ で 本 発 明 は 、 簡 素 な 構 成 で 関 節 を 動 か す 運 動 を 支 援 す る こ と が で き る 運 動 器 具 を 提 供  
す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 発 明 の 運 動 器 具 は 、 着 用 者 の 関 節 に 着 用 さ れ る 環 状 の 弾 性 部 材 と 、 前 記 弾 性 部 材 の 一 部  
を 覆 う 複 数 の 緩 衝 部 材 と 、 を 備 え る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 発 明 に よ れ ば 、 簡 素 な 構 成 で 関 節 を 動 か す 運 動 を 支 援 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 の 運 動 器 具 の 構 成 説 明 図
【 図 ２ 】 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 の 運 動 器 具 を 装 着 し た 足 首 付 近 を （ ａ ） 上 方 か ら 見 た 図 （  
ｂ ） 横 か ら 見 た 図
【 図 ３ 】 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 の 運 動 器 具 の 変 形 例 の （ ａ ） 構 成 説 明 図 （ ｂ ） 振 動 発 生 装  
置 の 電 気 回 路 図
【 図 ４ 】 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 の 運 動 器 具 の 変 形 例 を 両 足 首 に 装 着 し た 状 態 の （ ａ ） 構 成  
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説 明 図 （ ｂ ） 電 気 回 路 図
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
次 に 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。 本 開 示 は 、 以 下 の 実 施 の 形 態 の 具 体  
的 な 構 成 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 同 様 の 技 術 的 思 想 に 基 づ く 構 成 が 本 開 示 に 含 ま れ る  
。
【 ０ ０ １ ０ 】
ま ず 図 １ を 参 照 し て 、 運 動 器 具 １ の 構 成 を 説 明 す る 。 運 動 器 具 １ は 、 着 用 者 １ ０ ０ が 足 首  
な ど の 関 節 に 装 着 し た 状 態 で 使 用 さ れ る 。 運 動 器 具 １ は 、 環 状 の 弾 性 部 材 ２ と 、 弾 性 部 材  
２ の 一 部 を 覆 う 複 数 （ こ こ で は ３ つ ） の 緩 衝 部 材 ３ （ 第 １ 緩 衝 部 材 ３ Ａ 、 第 ２ 緩 衝 部 材 ３  
Ｂ 、 第 ３ 緩 衝 部 材 ３ Ｃ ） を 備 え て 構 成 さ れ て い る 。 弾 性 部 材 ２ は 、 柔 軟 性 の あ る ゴ ム チ ュ  
ー ブ や 丸 ゴ ム の 周 囲 を 糸 で 織 っ て 覆 っ た ゴ ム ロ ー プ な ど の 弾 性 体 を 含 ん で 構 成 さ れ て い る  
。
【 ０ ０ １ １ 】
緩 衝 部 材 ３ は 、 弾 性 部 材 ２ の 周 囲 の 一 部 を 覆 う 弾 性 部 材 ２ よ り も 内 径 が 大 き な 管 の 形 状 を  
し て お り 、 ゴ ム 管 な ど 柔 軟 性 が あ っ て 人 体 に 接 し て も 痛 み を 生 じ づ ら い 材 料 で 構 成 さ れ て  
い る 。 複 数 の 緩 衝 部 材 ３ の う ち の 少 な く と も １ つ は 、 弾 性 部 材 ２ に 沿 っ て 自 由 に 移 動 可 能  
に 弾 性 部 材 ２ に 取 り 付 け ら れ て い る 。 例 え ば 、 運 動 器 具 １ が 備 え る ３ つ の 緩 衝 部 材 ３ の う  
ち の 第 １ 緩 衝 部 材 ３ Ａ は 弾 性 部 材 ２ に 固 定 さ れ 、 残 り の 第 ２ 緩 衝 部 材 ３ Ｂ と 第 ３ 緩 衝 部 材  
３ Ｃ は 、 弾 性 部 材 ２ に 沿 っ て 自 由 に 移 動 可 能 に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
運 動 器 具 １ は 、 着 用 者 １ ０ ０ の 足 首 、 膝 、 手 首 、 肘 な ど の 関 節 の 周 り に 装 着 さ れ る 。 弾 性  
部 材 ２ の サ イ ズ と 強 さ （ 弾 性 係 数 ） 、 緩 衝 部 材 ３ の サ イ ズ と 数 は 、 着 用 者 １ ０ ０ の 体 形 や  
装 着 さ れ る 位 置 に 応 じ て 変 更 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
次 に 図 ２ を 参 照 し て 、 運 動 器 具 １ の 使 用 例 に つ い て 説 明 す る 。 こ こ で は 、 着 用 者 １ ０ ０ の  
足 首 １ ０ １ （ 図 ２ で は 右 足 首 ） に 運 動 器 具 １ を 装 着 す る 例 で 説 明 す る 。 運 動 器 具 １ は 、 足  
１ ０ ２ の 甲 １ ０ ３ の 上 で ク ロ ス す る よ う に 弾 性 部 材 ２ を ね じ っ て 足 首 １ ０ １ に 装 着 す る 。  
こ の 状 態 で 、 第 ３ 緩 衝 部 材 ３ Ｃ は 甲 １ ０ ３ に 接 し 、 第 １ 緩 衝 部 材 ３ Ａ が 足 首 １ ０ １ の 後 側  
に 接 し 、 第 ２ 緩 衝 部 材 ３ Ｂ が 土 踏 ま ず １ ０ ４ （ 足 の 裏 側 ） に 接 し て い る 。 す な わ ち 、 緩 衝  
部 材 ３ は 、 弾 性 部 材 ２ が 直 接 人 体 に 接 し て 痛 覚 を 感 じ さ せ る こ と を 防 止 す る 機 能 を 有 し て  
い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
運 動 器 具 １ を 足 首 １ ０ １ の 装 着 し た 着 用 者 １ ０ ０ は 、 椅 子 に 座 っ て 足 １ ０ ２ を 床 か ら 浮 か  
せ た 状 態 で 爪 先 １ ０ ５ 側 を 上 げ 下 げ す る こ と で （ 矢 印 ａ ） 、 ふ く ら は ぎ な ど の 下 腿 １ ０ ６  
の 筋 肉 の 収 縮 と 弛 緩 を 繰 り 返 す 運 動 を 行 う こ と が で き る 。 ま た 、 着 用 者 １ ０ ０ が 弾 性 部 材  
２ の 弾 性 力 に 抗 し て 爪 先 １ ０ ５ の 上 げ 下 げ 運 動 を す る こ と で 、 筋 力 の 強 化 も 図 る こ と が で  
き る 。 足 に 血 行 障 害 が あ る 着 用 者 １ ０ ０ は 、 体 重 が か か る 歩 行 運 動 が 困 難 な 場 合 が あ る が  
、 運 動 器 具 １ を 使 用 す る こ と で 、 体 重 が か か ら な い 座 っ た 状 態 で 、 一 定 の 負 荷 を 加 え た 下  
腿 １ ０ ６ の 筋 肉 の 収 縮 ・ 弛 緩 運 動 を 行 う こ と が で き る 。 ま た 、 運 動 器 具 １ を 着 用 し た 状 態  
で 、 歩 行 運 動 を 行 っ て も よ い 。 運 動 器 具 １ を 着 用 す る こ と で 、 筋 力 の 強 化 が 図 れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
次 に 図 ３ を 参 照 し て 、 運 動 器 具 の 変 形 例 （ 以 下 、 「 運 動 器 具 １ Ｍ 」 と 称 す る ） の 構 成 を 説  
明 す る 。 運 動 器 具 １ Ｍ は 、 弾 性 部 材 ２ と 第 １ 緩 衝 部 材 ３ Ａ と の 間 に 、 振 動 発 生 装 置 で あ る  
振 動 モ ー タ １ ０ を 備 え て い る と こ ろ が 、 上 記 説 明 し た 運 動 器 具 １ と 異 な る 。 以 下 、 運 動 器  
具 １ と 同 じ 部 材 に は 同 じ 符 号 を 付 し て 、 詳 細 な 説 明 を 省 略 す る 。 振 動 モ ー タ １ ０ に 接 続 さ  
れ た ケ ー ブ ル １ １ は 、 管 状 の 第 １ 緩 衝 部 材 ３ Ａ の 一 方 の 開 放 端 か ら 外 部 に 延 出 し て い る 。  
外 部 に 延 出 し て い る ケ ー ブ ル １ １ の 端 部 に は 、 ソ ケ ッ ト １ ２ が 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
ま た 、 振 動 モ ー タ １ ０ に 接 続 さ れ た 別 の ケ ー ブ ル １ ３ は 、 管 状 の 第 １ 緩 衝 部 材 ３ Ａ の 他 方  
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の 開 放 端 か ら 外 部 に 延 出 し て い る 。 外 部 に 延 出 し て い る ケ ー ブ ル １ ３ の 端 部 に は 、 ソ ケ ッ  
ト １ ４ が 接 続 さ れ て い る 。 ケ ー ブ ル １ １ と ケ ー ブ ル １ ３ は 、 振 動 モ ー タ １ ０ に 対 し て 並 列  
に 接 続 さ れ て い る 。 こ の 例 で は 、 ケ ー ブ ル １ １ と ケ ー ブ ル １ ３ は 、 そ れ ぞ れ 振 動 モ ー タ １  
０ に 電 流 を 供 給 す る プ ラ ス （ ＋ ） と マ イ ナ ス （ － ） の ２ 本 の 導 線 を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
こ の よ う に 、 運 動 器 具 １ Ｍ は 、 振 動 モ ー タ １ ０ （ 振 動 発 生 装 置 ） に 並 列 に 接 続 さ れ た 複 数  
（ こ こ で は ２ 本 ） の ケ ー ブ ル １ １ ， １ ３ を 備 え て い る 。 ケ ー ブ ル １ １ ま た は ケ ー ブ ル １ ３  
の い ず れ か か ら 振 動 モ ー タ １ ０ に 電 流 を 供 給 す る と 、 振 動 モ ー タ １ ０ が 作 動 し て 振 動 が 発  
生 す る 。 な お 、 図 ３ で は 、 １ つ の 緩 衝 部 材 ３ （ 第 １ 緩 衝 部 材 ３ Ａ ） に の み 振 動 発 生 装 置 が  
設 け ら れ て い る が 、 運 動 器 具 １ Ｍ は 複 数 の 緩 衝 部 材 ３ に 振 動 発 生 装 置 を 備 え る 構 成 で あ っ  
て も よ い 。 ま た 、 図 ３ の 振 動 発 生 装 置 は 振 動 モ ー タ １ ０ を 備 え て る が 、 こ の 構 成 に 限 定 さ  
れ る こ と は な い 。 例 え ば 、 振 動 発 生 装 置 は ピ エ ゾ 素 子 （ 圧 電 素 子 ） を 備 え る 構 成 で も よ い  
。
【 ０ ０ １ ８ 】
次 に 図 ４ を 参 照 し て 、 運 動 器 具 １ Ｍ の 使 用 例 に つ い て 説 明 す る 。 こ こ で は 、 着 用 者 １ ０ ０  
の 右 足 首 １ ０ １ Ｒ と 左 足 首 １ ０ １ Ｌ に 、 そ れ ぞ れ 運 動 器 具 １ Ｍ を 装 着 す る 例 で 説 明 す る 。  
以 下 、 便 宜 上 、 右 足 首 １ ０ １ Ｒ に 装 着 し た 運 動 器 具 １ Ｍ を 「 運 動 器 具 １ Ｍ Ｒ 」 、 左 足 首 １  
０ １ Ｌ に 装 着 し た 運 動 器 具 １ Ｍ を 「 運 動 器 具 １ Ｍ Ｒ 」 と 称 す る 。 運 動 器 具 １ Ｍ Ｒ の 右 足 首  
１ ０ １ Ｒ へ の 装 着 方 法 、 運 動 器 具 １ Ｍ Ｌ の 左 足 首 １ ０ １ Ｌ へ の 装 着 方 法 は 、 図 ２ を 使 用 し  
た 運 動 器 具 １ の 足 首 １ ０ １ へ の 装 着 方 法 と 同 様 で あ り 、 詳 細 な 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
図 ４ （ ａ ） に お い て 、 運 動 器 具 １ Ｍ Ｒ は 、 振 動 モ ー タ １ ０ Ｒ を 内 部 に 有 す る 第 １ 緩 衝 部 材  
３ Ａ Ｒ が 右 足 首 １ ０ １ Ｒ の 後 側 に 位 置 す る よ う に 装 着 さ れ て い る 。 ま た 、 運 動 器 具 １ Ｍ Ｌ  
は 、 振 動 モ ー タ １ ０ Ｌ を 内 部 に 有 す る 第 １ 緩 衝 部 材 ３ Ａ Ｌ が 左 足 首 １ ０ １ Ｌ の 後 側 に 位 置  
す る よ う に 装 着 さ れ て い る 。 運 動 器 具 １ Ｍ Ｒ と 運 動 器 具 １ Ｍ Ｌ を 装 着 し た 後 、 運 動 器 具 １  
Ｍ Ｒ の ケ ー ブ ル １ ３ Ｒ の 端 部 の ソ ケ ッ ト １ ４ Ｒ と 運 動 器 具 １ Ｍ Ｌ の ケ ー ブ ル １ １ Ｌ の 端 部  
の ソ ケ ッ ト １ ２ Ｌ を 接 続 す る 。 こ れ に よ り 、 運 動 器 具 １ Ｍ Ｒ の ケ ー ブ ル １ ３ Ｒ と 運 動 器 具  
１ Ｍ Ｌ の ケ ー ブ ル １ １ Ｌ が 電 気 的 に 接 続 さ れ る 。 運 動 器 具 １ Ｍ Ｒ の ケ ー ブ ル １ １ Ｒ の 端 部  
の ソ ケ ッ ト １ ２ Ｒ は 、 電 源 供 給 装 置 ２ ０ の ソ ケ ッ ト ２ １ に 接 続 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
図 ４ （ ｂ ） に お い て 、 電 源 供 給 装 置 ２ ０ は 、 直 列 に 接 続 さ れ た 電 池 Ｂ 、 可 変 抵 抗 Ｖ 、 ス イ  
ッ チ Ｓ を 内 部 に 備 え て お り 、 供 給 ケ ー ブ ル ２ ２ が 外 部 に 延 出 し て い る 。 外 部 に 延 出 し て い  
る 供 給 ケ ー ブ ル ２ ２ の 端 部 に は 、 ソ ケ ッ ト ２ １ が 接 続 さ れ て い る 。 ス イ ッ チ Ｓ を オ ン に 操  
作 す る と 電 源 供 給 装 置 ２ ０ か ら 電 流 が 供 給 さ れ 、 運 動 器 具 １ Ｍ Ｒ の 振 動 モ ー タ １ ０ Ｒ と 運  
動 器 具 １ Ｍ Ｌ の 振 動 モ ー タ １ ０ Ｌ が 稼 働 し て 振 動 が 発 生 す る 。 ま た 、 電 源 供 給 装 置 ２ ０ の  
つ ま み ２ ３ を 操 作 し て 可 変 抵 抗 Ｖ の 抵 抗 値 を 変 更 す る こ と で 供 給 さ れ る 電 流 が 増 減 し 、 振  
動 モ ー タ １ ０ Ｒ ， １ ０ Ｌ の 振 動 量 を 変 更 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
図 ４ （ ａ ） に お い て 、 運 動 器 具 １ Ｍ Ｒ ， １ Ｍ Ｌ を 装 着 し た 着 用 者 １ ０ ０ が 、 電 源 供 給 装 置  
２ ０ の ス イ ッ チ Ｓ を オ ン に し て 爪 先 １ ０ ５ 側 を 上 げ 下 げ す る 運 動 を お こ な う こ と で 、 筋 肉  
の 収 縮 ・ 弛 緩 運 動 に 加 え て 振 動 モ ー タ １ ０ Ｒ ， １ ０ Ｌ の 振 動 に よ る マ ッ サ ー ジ の 効 果 も 得  
ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
着 用 者 １ ０ ０ は 、 さ ら に 膝 な ど に 別 の 運 動 器 具 １ Ｍ を 装 着 し 、 そ の 運 動 器 具 １ Ｍ の ケ ー ブ  
ル １ １ の 端 部 の ソ ケ ッ ト １ ２ と 左 足 首 １ ０ １ Ｌ に 装 着 し て い る 運 動 器 具 １ Ｍ Ｌ の ケ ー ブ ル  
１ ３ Ｌ の 端 部 の ソ ケ ッ ト １ ４ Ｌ を 接 続 し て 使 用 す る こ と も で き る 。 こ れ に よ り 、 同 じ 電 源  
供 給 装 置 ２ ０ か ら 膝 な ど に 装 着 し た 運 動 器 具 １ Ｍ の 振 動 モ ー タ １ ０ に も 電 流 が 供 給 さ れ る  
。 こ の よ う に 、 運 動 器 具 １ Ｍ は 、 振 動 モ ー タ １ ０ （ 振 動 発 生 装 置 ） に 並 列 に 接 続 さ れ た 複  
数 の ケ ー ブ ル １ １ ， １ ３ を 備 え て い る た め 、 隣 接 す る 運 動 器 具 １ Ｍ の ソ ケ ッ ト １ ２ ， １ ４  
を 順 に 接 続 し 、 電 源 供 給 装 置 ２ ０ か ら 電 流 を 供 給 す る こ と で 、 使 用 す る 運 動 器 具 １ Ｍ の 数  
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を 容 易 に 増 や す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
上 記 説 明 し た よ う に 、 本 実 施 の 形 態 の 運 動 器 具 １ は 、 着 用 者 １ ０ ０ の 関 節 に 着 用 さ れ る 環  
状 の 弾 性 部 材 ２ と 、 弾 性 部 材 ２ の 一 部 を 覆 う 複 数 の 緩 衝 部 材 ３ （ 第 １ 緩 衝 部 材 ３ Ａ 、 第 ２  
緩 衝 部 材 ３ Ｂ 、 第 ３ 緩 衝 部 材 ３ Ｃ ） と 、 を 備 え て い る 。 こ れ に よ っ て 、 運 動 器 具 １ を 関 節  
に 装 着 す る こ と で 、 簡 素 な 構 成 で 関 節 を 動 か す 運 動 を 支 援 す る こ と が で き る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
本 発 明 の 運 動 器 具 は 、 簡 素 な 構 成 で 関 節 を 動 か す 運 動 を 支 援 す る こ と が で き る と い う 効 果  
を 有 し 、 運 動 器 具 を 提 供 す る 分 野 に お い て 有 用 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
１ 、 １ Ｍ 、 １ Ｍ Ｒ 、 １ Ｍ Ｌ   運 動 器 具
２   弾 性 部 材
３   緩 衝 部 材
１ ０ 、 １ ０ Ｒ 、 １ ０ Ｌ   振 動 モ ー タ （ 振 動 発 生 装 置 ）
１ １ 、 １ １ Ｒ 、 １ １ Ｌ 、 １ ３ 、 １ ３ Ｒ 、 １ ３ Ｌ   ケ ー ブ ル
１ ０ ０   着 用 者
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 3 年 9 月 6 日 ( 2 0 2 1 . 9 . 6 )
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
着 用 者 の 関 節 に 着 用 さ れ る 環 状 の 弾 性 部 材 と 、
前 記 弾 性 部 材 の 一 部 を 覆 い 、 前 記 弾 性 部 材 よ り も 内 径 が 大 き な 管 状 の 弾 性 体 で あ る 緩 衝 部  
材 と 、 を 備 え る 、 運 動 器 具 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 弾 性 部 材 と 前 記 緩 衝 部 材 と の 間 に 、 振 動 発 生 装 置 を 、 さ ら に 備 え る 、 請 求 項 １ に 記 載  
の 運 動 器 具 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 振 動 発 生 装 置 は 、 振 動 モ ー タ を 有 し 、
前 記 振 動 モ ー タ に 並 列 に 接 続 さ れ た 複 数 の ケ ー ブ ル を 、 さ ら に 備 え 、
前 記 複 数 の ケ ー ブ ル は 、 前 記 緩 衝 部 材 の 開 放 端 か ら 外 部 に 延 出 し て い る 、 請 求 項 ２ に 記 載  
の 運 動 器 具 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 発 明 の 運 動 器 具 は 、 着 用 者 の 関 節 に 着 用 さ れ る 環 状 の 弾 性 部 材 と 、 前 記 弾 性 部 材 の 一 部  
を 覆 い 、 前 記 弾 性 部 材 よ り も 内 径 が 大 き な 管 状 の 弾 性 体 で あ る 緩 衝 部 材 と 、 を 備 え る 。
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